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水 耕 栽 培 型 水 処 理 装 置 に よ る 甘 い ト マ ト の 載 培 と 汚 水 高 度 処 理
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1 ．　冒 的 　 東 南 アジ アの 水 生 野 菜 で あ る パ ， クブ ン、　並 び に クレソンを 用 い た 水 耕 栽 培 型 水 処 理 法 に

っ い て 、　こ れ ま で パ イロッ トプ ラント竝 び に 実 施 設 で そ の 処 理 性 鮑 と 食 糧 生 蛍 能 に つ い て 検 肘 し て

き た。　本 法 を 汚 濁 河 川 水 を 流 入 水 と し て 用 い て 週 転 し た 矇、　水 生 植 物 で は な い トマ トの 栽 培 が

可 能 で あ る か ど う か に つ い て パ 伺 ツ トスケールの 婁 験 装 置 を 用 い て 検 肘 し た。

2 ，　方 法 　 罹 ＃ 県 立 短 期 大 学 で 遇 抜 ・
育 成 さ れ た 轡 枯 病 附 性 で 高 糖 度 の ミザ ィ

ー
トマ トを 実 験 に

用 い た。　畳 さ 24m 、　有 効 容 量 900 　 L の 水 路 に eOD 　 10　 mg ！L ，　 T・N　 lO　 nE ！t ，
　 T・PO4s 冒

　 2　 sz ！

Lの 合 成 汚 潤 河 川 水 を 1 ， 000L ！日 で 流 入 さ せ one 　 through 画 odo で 週 転 し、　 そ の 処 理 水 を 水 耕

栽 墳 憎 （囑 　32 ．4cm 、　 長 さ 　56．』 cm 、　 寓 さ 　17 ．5 　 cm 載 培 面 積 0 ．18 飄
2

の 礫 を 充 填 し た プ ラ

ン タ ーを 一系 列 6 櫓 で 2 列 並 列 階 段 状 に 並 べ た ｝ に 350L ！ 日 の 流 量 で 供 給 ．し た。　各 摺 に （モ

ミが ら ＋バ ーミュ キュ ラ仆 ｝並 び に if・1 クウーk で さ し 芽 に よ り 育 苗 し た ミデ 1 一ト1 トを 2 株 栢 え 付 け 婁 験 に 供

し た。　 トマ トの 茎 の 直 径 （D｝と 茎 の 長 さ （髄）か ら 計 算 で き る 生 摂 指 標 （D2H ｝に よ り．　 トマ トの 生 蚤 を

鱗 時 的 に 追 跡 し た。

3 ．　縞 果 　 且0 ・20 日 間 さ し 芽 に て 育 苗 し た ミヂ ィートマトを 6 月 1 日 に 水 耕 載 培 瓣 に 植 え 付 け、　栽

培 櫓 の 義 面 を 黒 の ビ ：“h　
tl
　一トで 覆 っ て 遮 光 し た 状 態 で 水 耕 栽 培 凌 行 っ た 紹 果、　 ロックウーh で 育 苗

し た 臼 トの 方 が 直 植 え の も の よ り も 生 育 の 県 い こ と が 明 か と な っ た．　水 耕 栽 培 槽 に 移 植 後．

約 工ケ月 で 碧 果 が 見 ら れ、　そ の 後 約 3 − 4 週 聞 で 収 穫 す る こ と が 出 来 た，　水 耕 裁 培 擢 で は 流

入 水 量 の 約 8 瓢が 燕 散 さ れ た。　TOC は 約 50 餐除 去 さ れ 1 ．5　 t9 ／L に、　T −N は ト朴 の 生 育 に と も な

っ て 除 玄 さ れ る 割 合 が 萄 ま っ た。　 こ れ ら の こ と か ら、　汚 濁 河 川 水 の 処 瑠 と 雌 行 し て．　 臼 トの

水 鮴 載 培 も 可 能 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た。
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Pseudomonas　 acidovorans 　 DMR−11株に よる硫化 メ チルの 除去特 性
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1 ）目的　　悪臭物質で か っ 生物分解 しに くい 硫化メ チ ル （CHsSCH3 ）を効率よ く除

去する硫化メ チル 除去菌 Pseudomonas 　acidovorans 　DMR− 11株を単離 し、こ の 菌が 他の 菌 と

の相互作用 によ っ て 硫化メ チル を除去 して い る こ とを報告し たD
。 本実験で は、 DMR−・11株

の 基賢特性および こ れ らの 硫化メ チ ル除去能へ の 影響 を調べ 、硫化メ チル 除去生成物を同

定 した 。 また、無 細胞抽 出液 による硫化 メ チル 除去活性を調べ るこ とに より本菌 によ る硫

化メ チル の 除去機構を検討 し た 。

2 ）方法　　各種 の 有機基 闘下 にお け る 菌体の 増殖 を試 験管 培養 で測 定 した。硫化 メ チル

の 除去は密閉 した坂 ロ フ ラス コ を用 い た回分培養で 測 定 した。 硫化メ チル 除去生成物 をガ

ス クロ マ トグラフ ィ
ーで分析 した。 超音波破砕法お よび 低温破砕シ ス テ ムで 調製した無細

胞抽 出液 に よる硫 化メ チル 除去活性を密閉 したバ イアル 瓶で測定 した 。

3 ＞結果　 　DMR− 11株 は リン ゴ酸、琥璃酸、乳酸、酒 石酸、酢酸 お よびグ ル コ ン酸 を基質

とし て増殖 お よび 硫化 メ チル 除去が 可能で あ っ た 。 琥 珀酸の 場 合の 除去速度が 最も大 きく

8．92× 10胃6 （g−S／h ）で あ っ た 。 本菌に よる 硫化メ チル除去生 成物は ジメ チル スル フ ォ キ

シ ド （DMSO ）で あり、ほ ぼ 定量的 に酸化 され る こ とが わか っ た 。 また、硫 化メ チ ル 除

去は DMSO に よる生 成物阻害 を受 けた 。 超 音波破砕法で 調製した無細 胞抽出液申には硫

化メ チ ル 除去活性が検 出で きなか っ たが、低温破砕 シ ス テ ム で 調製 した無 細胞 抽出液 中 に

は 最大8．60× 10
”s （g−S／h／mg −protein ）の 活性が み られた 。
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